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このドキュメントの使用方法

■ 概要 – このインストールガイドでは、Oracle VM Server ソフトウェアのインストー
ル手順と、Oracle Server X6-2L を構成可能かつ使用可能な状態にするためのソフト
ウェアの初期構成に関する手順について説明します。

■ 対象読者 – 技術者、システム管理者、認定サービスプロバイダ、およびユーザー。
■ 必要な知識 – オペレーティングシステムをインストールした経験。

製品ドキュメントライブラリ

この製品および関連製品のドキュメントとリソースは http://www.oracle.com/
goto/x6-2l/docs で入手可能です。

フィードバック

このドキュメントに関するフィードバックを http://www.oracle.com/goto/
docfeedback からお寄せください。
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Oracle VM Server ソフトウェアのインストール
について

このセクションでは、Oracle Server X6-2L に Oracle VM Server をインストールする手
順の概要を示します。

説明 リンク

Oracle VM の概要を確認します。 9 ページの「Oracle VM の概要」

Oracle VM Server ソフトウェアのインストール手
順を確認します。

10 ページの「Oracle VM Server のインストールタ
スクマップ」

サポートされている Oracle VM Server ソフトウェ
アのバージョンを確認します。

11 ページの「サポートされている Oracle VM
Server ソフトウェア」

Oracle VM Server のインストールオプションを確
認します。

12 ページの「Oracle VM Server のインストールオ
プション」

関連情報

■ 29 ページの「Oracle VM Server ソフトウェアのインストール」

Oracle VM の概要

Oracle VM は、仮想化テクノロジの最新の利点をすべて備えたフル機能の環境を提供
するプラットフォームです。Oracle VM を使用すれば、サポートされる仮想化環境
内にオペレーティングシステムやアプリケーションソフトウェアを配備できます。
Oracle VM アーキテクチャーには Oracle VM Manager と Oracle VM Server が含まれま
す。

Oracle VM Manager は、Oracle VM Server、仮想マシン、およびリソースの管理に使用
されます。これはいくつかのサブコンポーネントから構成されており、Web ブラウ
ザベースのユーザーインタフェースとコマンド行インタフェース (CLI) を含んでいま
す。CLI では、外部スクリプト経由または手動コマンドシーケンス実行により、イン
フラストラクチャーをコマンド行から直接管理できます。これらのインタフェースは

Oracle VM Server ソフトウェアのインストールについて 9



Oracle VM Server のインストールタスクマップ

それぞれ、Oracle VM Manager のコアとは別個のアプリケーションとして実行され、
コアとのインタフェースとして Web Services API が使用されます。

Oracle VM Server は管理対象となる仮想化環境であり、仮想マシン (別名「ドメイ
ン」) を実行するための軽量でセキュアなサーバープラットフォームを提供します。
これらの仮想マシンは Linux、Oracle Solaris、Microsoft Windows のいずれかになりま
す。

Oracle VM Server は最低 1 つは必要ですが、クラスタリングを活用するにはいくつか
必要になります。x86 ベースシステムの場合、Oracle VM Server はベースとなる Xen
ハイパーバイザテクノロジの更新版に基づいており、Oracle VM Agent を含んでいま
す。Oracle VM Agent は、Oracle VM Manager との通信の管理に使用されます。

このドキュメントでは、Oracle VM Server を Oracle Server X6-2L にインストールする
方法について説明します。完全な Oracle VM 環境や、Oracle VM のその他のコンポー
ネントのインストール手順については、次の Oracle VM ドキュメントを参照してくだ
さい。

http://www.oracle.com/technetwork/documentation/vm-096300.html

Oracle VM Server のインストールタスクマップ

次の表では、Oracle VM Server をインストールするための大まかな手順について説明
します。

手順 説明 リンク

1. サーバーのプロダクトノートを確認します。 『Oracle Server X6-2L プロダクトノート』(http:
//www.oracle.com/goto/x6-2l/docs)

2. サーバーハードウェアを設置します。 ■ 『Oracle Server X6-2L 設置ガイド』 の 「サー
バーのラックへの設置」

■ 『Oracle Server X6-2L 設置ガイド』 の 「サー
バーのケーブル接続と電源の投入」

3. サービスプロセッサを構成します。 ■ 『Oracle Server X6-2L 設置ガイド』 の 「Oracle
ILOM への接続」

4. サーバーでサポートされている Oracle VM Server のバージョンを
確認します。

11 ページの「サポートされている Oracle VM
Server ソフトウェア」

5. Oracle VM Manager をインストール可能な、静的 IP アドレスを備
えた 2 番目のシステムを設定します。このシステムには、次のい
ずれかのオペレーティングシステムがインストールされている必
要があります。

■ Oracle Linux 5 Update 5、64 ビット以降
■ Oracle Linux 6、64 ビット以降

http://www.oracle.com/technetwork/
documentation/vm-096300.html にある Oracle
VM リリースノート (リリース 3.4)、Oracle VM イ
ンストールおよびアップグレードガイド (リリー
ス 3.4)、および Oracle VM ユーザーズガイド (リ
リース 3.4)
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サポートされている Oracle VM Server ソフトウェア

手順 説明 リンク
■ Oracle Linux 7、64 ビット以降
■ Red Hat Enterprise Linux 5 Update 5、64 ビット以降
■ Red Hat Enterprise Linux 6、64 ビット以降
■ Red Hat Enterprise Linux 7、64 ビット以降

6. Oracle VM Server のインストールメディアと Oracle VM のドキュメ
ントを入手します。Oracle VM のドキュメントを、このガイドで説
明されているインストール手順とともに使用するようにしてくだ
さい。

■ Oracle VM Server インストールプログラム
の ISO イメージは、https://edelivery.
oracle.com/oraclevm からダウンロードでき
ます。

Oracle VM Server ISO イメージを DVD からイ
ンストールする場合は、Oracle VM Server ISO
ファイルをブート可能 DVD に書き込みます。

■ Oracle VM のドキュメントは http://www.
oracle.com/technetwork/documentation/
vm-096300.html で入手可能です。

7. インストールの実行に使用するブート環境、コンソール、ブート
メディア、およびインストール先を設定します。

15 ページの「Oracle VM Server ソフトウェア
のインストール準備」

8. Oracle VM Server をインストールし、必要に応じて Oracle VM
Manager もインストールします。

29 ページの「Oracle VM Server ソフトウェア
のインストール」

9. インストール後のタスクを実行します (該当する場合)。 38 ページの「Oracle VM Server ソフトウェア
インストール後のタスク」

関連情報

■ 15 ページの「Oracle VM Server ソフトウェアのインストール準備」

サポートされている Oracle VM Server ソフトウェア

サーバーは、次の Oracle VM Server ソフトウェアをサポートしています。

VM ソフトウェア エディション

Oracle VM Server Unbreakable Enterprise Kernel 4 を含む Release 3.4.1

Oracle VM ソフトウェアがサーバーにインストールされているが、それを使用しない
場合は、サポートされているその他のオペレーティングシステムや仮想マシンソフト
ウェアをサーバーにインストールできます。

サーバーでサポートされているオペレーティングシステムの更新されたリストについ
ては、最新版の『Oracle Server X6-2L プロダクトノート』(http://www.oracle.com/
goto/x6-2l/docs) を参照してください。
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Oracle VM Server のインストールオプション

ハードウェア互換リスト (HCL) にも、Oracle ハードウェアでサポートされている最新
のオペレーティングシステムバージョンが示されています。Oracle Server X6-2L でサ
ポートされている Oracle VM Server の最新バージョンを見つけるには、次のサイトに
アクセスし、サーバーのモデル番号を使用して検索してください。

http://linux.oracle.com/pls/apex/f?p=117:1:3991604960223967

関連情報

■ 29 ページの「Oracle VM Server ソフトウェアのインストール」
■ 『Oracle Server X6-2L プロダクトノート』の「サポートされているオペレーティン

グシステム」

Oracle VM Server のインストールオプション

Oracle VM Server を単一サーバーまたは複数のサーバーのどちらにインストールする
かを選択できます。このドキュメントのスコープは、単一サーバーへの Oracle VM
Server のインストールです。次の表に、これら 2 つのインストールオプションに関す
る情報を示します。

オプション 説明

複数のサーバー Oracle Enterprise Manager Ops Center を使用して、複数のサーバーにオペレー
ティングシステムをインストールできます。詳細は、http://www.oracle.
com/technetwork/oem/ops-center/index.html にアクセスしてください。

単一サーバー 次のいずれかの方法を使用して、Oracle VM Server を単一サーバーにインストー
ルします。

■ ローカル: サーバーへの物理アクセスを使用して Oracle VM Server のインス
トールを実行します。このオプションは、サーバーのラック内への物理的な
設置を完了したばかりのときにお勧めします。

■ リモート: リモートの場所から Oracle VM Server のインストールを実行しま
す。このオプションでは、Oracle ILOM リモートシステムコンソールプラス
アプリケーションを使用して手動 Oracle VM Server インストールを実行しま
す。

単一サーバーのインストール方法

Oracle VM Server インストールメディアを提供するための方法を選択します。次の情
報を使用して、ニーズにもっとも適したローカルまたはリモートの Oracle VM Server
インストールを決定します。
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Oracle VM Server のインストールオプション

メディアの提供方法 追加要件

DVD ドライブを使用した Oracle VM Server の
ローカルインストール – サーバーに接続された物
理 DVD ドライブを使用します。

モニター、USB キーボード、USB マウス、DVD ドラ
イブ、および DVD 上の Oracle VM Server インストー
ラ ISO イメージ。詳細は、13 ページの「Oracle
VM Server の手動インストール」を参照してくださ
い。

DVD ドライブまたは DVD ISO イメージを使用し
た Oracle VM Server のリモートインストール –
Oracle ILOM リモートシステムコンソールプラス
アプリケーションを実行しているリモートシステ
ム上で、リダイレクトされた物理 DVD ドライブ
を使用します。

Web ブラウザ、接続された物理 DVD ドライブ、
DVD 上の Oracle VM Server インストーラ ISO イメー
ジ、およびサーバーの管理ポート (NET MGT) への
ネットワークアクセスを備えたリモートシステム。
詳細は、13 ページの「Oracle VM Server の手動イ
ンストール」を参照してください。

PXE イメージ – サーバーの Preboot eXecution
Environment (PXE) を使用してネットワークイン
タフェースから Oracle VM インストーラを起動し
ます。

Oracle VM のインストールイメージを含む PXE サー
バー。追加情報については、Oracle VM のドキュ
メント (http://www.oracle.com/technetwork/
documentation/vm-096300.html) を参照してくださ
い。

Oracle VM Server の手動インストール

Oracle VM Server を手動でインストールするには、Oracle VM Server の配布メディア
を、ローカルまたはリモートの DVD ドライブ、USB デバイス、DVD イメージのい
ずれかで提供します。また、必要なドライバをすべてインストールすることも必要で
す。サーバーのドライバは Oracle VM Server の配布メディアに含まれていますが、My
Oracle Support の Web サイトから、OS 固有またはサーバー固有のパッケージとして、
あるいは ISO イメージファイルとして入手することもできます。Oracle VM Server を
インストールするには、配布メディアのインストールウィザードを使用します。

My Oracle Support の Web サイトにアクセスするには、https://support.oracle.com
に移動してください。

Oracle VM Server ソフトウェアのインストールについて 13
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Oracle VM Server ソフトウェアのインストール
準備

このセクションでは、Oracle VM Server のインストールのために環境を準備する方法
について説明します。

説明 リンク

ホストコンソールにローカルまたはリモートでア
クセスします。

15 ページの「コンソール用ディスプレイの選
択」

BIOS を最適なデフォルト値に設定します。 18 ページの「ブート環境の準備」

ブートメディアを準備します。 24 ページの「ブートメディアオプションの選
択」

インストール先を準備します。 26 ページの「インストール先の選択」

サーバーで RAID を構成します。 28 ページの「RAID の構成」

関連情報

■ 30 ページの「単一システムへの Oracle VM Server の手動インストール」

コンソール用ディスプレイの選択

このセクションでは、インストールを実行するためにコンソールを接続するオプショ
ンについて説明します。

■ 16 ページの「コンソール用ディスプレイのオプション」
■ 16 ページの「ローカルコンソールを設定する」
■ 17 ページの「リモートコンソールを設定する」
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ローカルコンソールを設定する

コンソール用ディスプレイのオプション

ローカルコンソールをサーバーのサービスプロセッサ (SP) に直接接続することによ
り、OS または仮想管理ソフトウェアのインストールやサーバーの管理を実行できま
す。サーバーでは、2 種類のローカルコンソールをサポートしています。

■ シリアル管理ポート (SER MGT) に接続された端末
この端末は、ポートに直接接続することも、ポートに直接接続された端末エミュ
レータに接続することもできます。

■ ビデオポート (VGA) に接続された VGA モニター、および 4 つの外部 USB コネク
タのいずれかに接続された USB キーボードと USB マウス

サーバー SP へのネットワーク接続を確立することにより、リモートコンソールから
OS または仮想管理ソフトウェアのインストールやサーバーの管理を行うこともでき
ます。リモートコンソールには、次の 2 種類があります。

■ Oracle ILOM リモートシステムコンソールプラスアプリケーションを使用した Web
ベースのクライアント接続

■ ネットワーク管理ポート (NET MGT) への Secure Shell (SSH) クライアント接続

ローカルコンソールを設定する

1. 端末をシリアル管理 (SER MGT) ポートに直接、または端末エミュレータ経由で接続
します。
端末デバイスを 9600 ボー、8 ビット、パリティーなし、1 ストップビット (9600/8-N-
1) に設定します。

2. 端末デバイスで Enter キーを押して、シリアルコンソールと Oracle ILOM SP との接
続を確立します。
Oracle ILOM のログインプロンプトが表示されます。

3. Oracle ILOM にログインします。ログインプロンプトで、Oracle ILOM のユーザー名
とパスワードを入力します。
デフォルトの Oracle ILOM ユーザー名は root であり、パスワードは changeme です。

Oracle ILOM CLI のプロンプト (->) が表示されます。

4. ホストコンソールに接続します。CLI プロンプトで次のように入力します。
-> start /HOST/console

シリアル管理ポート出力は、サーバーのホストシリアルローカルコンソールに自動的
にルーティングされます。
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リモートコンソールを設定する

関連情報

■ Oracle Integrated Lights Out Manager (ILOM) 3.2 ドキュメントライブラリ (http://
www.oracle.com/goto/ilom/docs)

リモートコンソールを設定する

1. サーバー SP の IP アドレスを表示または設定します。
コマンド行インタフェース (CLI) または Web インタフェースを使用してリモートから
Oracle ILOM にログインするには、サーバー SP の IP アドレスを確認しておく必要が
あります。サーバーの IP アドレスを確認する手順については、『Oracle Server X6-2L
設置ガイド』 の 「Oracle ILOM を使用してサービスプロセッサのネットワーク設定を
変更する」を参照してください。

2. Web ベースのクライアント接続を使用している場合は、次の手順を実行します。それ
以外の場合は手順 3 に進みます。

a.   サーバーのネットワーク管理ポート (NET MGT) へのネットワークアクセスを備
えたリモートシステム上で、Web ブラウザを開きます。

b.   ブラウザのアドレスバーにサーバー SP の IP アドレスを入力し、Enter キーを押
します。
Oracle ILOM のログインプロンプトが表示されます。

c.   Oracle ILOM Web インタフェースにログインします。ログインプロンプトで、
Oracle ILOM のユーザー名とパスワードを入力します。
デフォルトの Oracle ILOM ユーザー名は root、デフォルトのパスワードは
changeme です。

Oracle ILOM の「Summary Information」ページが表示されます。

d.   「Actions」パネルで、「Remote Console Launch」ボタンをクリックします。
Oracle ILOM リモートシステムコンソールプラス画面が表示されます。

詳細については、『Oracle Server X6-2L 設置ガイド』 の 「Oracle ILOM を使用
してホストサーバーデスクトップまたはストレージデバイスをリダイレクトす
る」を参照してください。

3. SSH クライアント接続を使用している場合は、次の手順を実行します。

a.   シリアルコンソールから、サーバー SP への SSH 接続を確立します。次のように
入力します。
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ブート環境の準備

ssh root@hostname

ここで、hostname にはサーバー SP の DNS 名または IP アドレスを指定できま
す。

Oracle ILOM のログインプロンプトが表示されます。

b.   Oracle ILOM にログインします。ログインプロンプトで、Oracle ILOM のユー
ザー名とパスワードを入力します。
デフォルトの Oracle ILOM ユーザー名は root、デフォルトのパスワードは
changeme です。

Oracle ILOM CLI のプロンプト (->) が表示されます。

c.   シリアル出力をサーバーから SSH クライアントにリダイレクトします。次のよ
うに入力します。
-> start /HOST/console

関連情報

■ Oracle Integrated Lights Out Manager (ILOM) 3.2 のドキュメントライブラリ (http://
www.oracle.com/goto/ilom/docs)

ブート環境の準備

Oracle VM Server をインストールする前に、実行する予定のインストールの種類をサ
ポートするように Unified Extensible Firmware Interface (UEFI) 設定が構成されているこ
とを確認してください。UEFI 設定ユーティリティーでは、ブート順序やブートモード
などの UEFI 設定を変更できます。

次のトピックは、インストールをサポートするように UEFI を構成する方法に関する
具体的な手順を示しています。

■ 19 ページの「UEFI の最適なデフォルト値を確認する」
■ 21 ページの「ブートモードを設定する」

ブートプロパティーの変更の詳細については、『Oracle X6 シリーズサーバー管理ガイ
ド』(http://www.oracle.com/goto/x86admindiag/docs) を参照してください。
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UEFI の最適なデフォルト値を確認する

UEFI の最適なデフォルト値を確認する

注記 - サーバーが新しく設置され、ここでオペレーティングシステムがはじめてイン
ストールされる場合、UEFI はおそらくそのデフォルト設定に構成されているため、こ
のタスクを実行する必要はありません。

BIOS 設定ユーティリティーでは、必要に応じて UEFI 設定,を表示および編集するだけ
でなく、最適なデフォルト値を設定することもできます。最適なデフォルト値を設定
することにより、良好であることがわかっている構成でサーバーが効率的に動作する
ことが保証されます。最適なデフォルト値は『Oracle Server X6-2L サービスマニュア
ル』で確認できます。

F2 キーを使用して BIOS 設定ユーティリティーで行なった変更はすべて、次回に変更
するまで常時使用されます。

F2 キーを使用してシステムの BIOS 設定を表示または編集するだけでなく、ブート
プロセス中に F8 キーを使用して一時ブートデバイスを指定することもできます。F8
キーを使用して一時ブートデバイスを設定した場合、この変更は現在のシステムブー
トでのみ有効です。一時ブートデバイスからブートしたあとは、F2 キーを使用して指
定された常時ブートデバイスが有効になります。

開始する前に、次の要件が満たされていることを確認してください。

■ サーバーにハードディスクドライブ (HDD) または半導体ドライブ (SSD) が搭載さ
れています。

■ サーバーに HDD または SSD が正しく取り付けられています。手順について
は、『Oracle Server X6-2L サービスマニュアル』 の 「ストレージドライブおよび
背面ドライブ (CRU) の保守」を参照してください。

■ サーバーへのコンソールセッションが確立されています。詳細について
は、15 ページの「コンソール用ディスプレイの選択」を参照してください。

Oracle VM Server を使用するには、次のサーバー BIOS 設定が必要になる可能性があり
ます。

■ CDROM からインストールを実行するための CDROM デバイスが認識されるに
は、AHCI モードが必要になる可能性があります。

■ I/O MMU 仮想設定を無効化します。Intel ベースのサーバーの場合、これは VT-d に
なります。I/O MMU (I/O Memory Management Unit) はこのリリースではサポートさ
れません。

1. サーバーの電源を入れるか、サーバーをリセットします。
たとえば、サーバーをリセットするには次のいずれかを実行します。
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UEFI の最適なデフォルト値を確認する

■ ローカルサーバーで、サーバーのフロントパネルにある電源ボタンを約 1 秒間押し
てサーバーの電源を切ってから、もう一度電源ボタンを押してサーバーに電源を入
れます。

■ Oracle ILOM Web インタフェースから「Host Management」->「Power Control」を
選択し、「Select Action」リストボックスから「Reset」を選択してから、「Save」
をクリックします。

■ Oracle ILOM CLI から、「reset /System」と入力します。

サーバーがブートプロセスを開始し、BIOS 画面が表示されます。

注記 - 次のイベントは非常にすばやく起こるので、F2 キーを押す準備をしておいてく
ださい。メッセージは画面に表示される時間が短いため、注意してください。スク
ロールバーが表示されないように画面のサイズを拡大することをお勧めします。

2. BIOS 画面でプロンプトが表示されたら、F2 キーを押して BIOS 設定ユーティリ
ティーにアクセスします。
[Setup Selected] およびブートモード (レガシーまたは UEFI) が BIOS 画面の最下部
に表示されたあと、BIOS 設定ユーティリティーが表示されます。
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ブートモードを設定する

注記 - BIOS 設定ユーティリティー画面の表示には数分かかることがあります。

3. F9 キーを押して、最適なデフォルト設定を自動的にロードします。
「OK,」を選択してこの操作を続行するか、「Cancel」を選択してこの操作を取り消
すよう求めるメッセージが表示されます。

4. メッセージの「OK」を強調表示し、Enter キーを押します。

5. 変更を保存して BIOS 設定ユーティリティーを終了するには、F10 キーを押します。
あるいは、「Exit」メニューで「Save Changes and Exit」を選択することもできま
す。

ブートモードを設定する

サーバーには、レガシー BIOS と UEFI の両方のブートモードをサポートする Unified
Extensible Firmware Interface (UEFI) が装備されています。デフォルトでは、レガシー
BIOS ブートモードが有効になります。
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ブートモードを設定する

ブートモードを確認または変更するには、次の手順を参照してください。

1. サーバーの電源を投入するか、サーバーをリセットします。
たとえば、サーバーをリセットするには次のいずれかを実行します。

■ ローカルサーバーで、サーバーのフロントパネルにある電源ボタンを約 1 秒間押し
てサーバーの電源を切ってから、もう一度電源ボタンを押してサーバーに電源を入
れます。

■ Oracle ILOM Web インタフェースから「Host Management」->「Power Control」を
選択し、「Select Action」リストボックスから「Reset」を選択してから、「Save」
をクリックします。

■ Oracle ILOM CLI から、「reset /System」と入力します。

サーバーがブートプロセスを開始し、BIOS 画面が表示されます。

注記 - 次のイベントは非常にすばやく起こるので、F2 キーを押す準備をしておいてく
ださい。メッセージは画面に表示される時間が短いため、注意してください。

2. BIOS 画面でプロンプトが表示されたら、F2 キーを押して BIOS 設定ユーティリ
ティーにアクセスします。
しばらくすると、BIOS 設定ユーティリティーの「Main」メニューが表示されます。

3. BIOS 設定ユーティリティーで、矢印キーを使用して「Boot」メニューに移動しま
す。

22 Oracle Server X6-2L Oracle VM インストールガイド • 2016 年 4 月



ブートモードを設定する

「Boot」メニューが表示されます。「UEFI/BIOS Boot Mode」フィールドに現在の
ブートモードが表示されます。

注記 - ブート順序リスト内のオプションは、ストレージドライブ構成や、永続ブート
サポート機能を有効にしているかどうかによって異なります。永続ブートサポートの
詳細については、『Oracle X6 シリーズサーバー管理ガイド』(http://www.oracle.
com/goto/x86admindiag/docs) を参照してください。

4. 下矢印キーを使用して「UEFI/BIOS Boot Mode」フィールドを選択し、Enter キーを
押します。

5. 優先ブートモードを選択し、Enter キーを押します。
ソフトウェアのインストールを開始する前に、目的のブートモード (レガシー BIOS ま
たは UEFI) を選択する必要があります。

6. 変更を保存して BIOS 設定ユーティリティーを終了するには、F10 キーを押します。
あるいは、「Exit」メニューで「Save Changes and Exit」を選択することもできま
す。
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ブートメディアオプションの選択

ブートメディアオプションの選択

サーバーへのオペレーティングシステムのインストールを開始するには、ローカル
またはリモートのインストールメディアソースからブートします。このセクションで
は、サポートされるメディアソースと各ソースの設定要件を示します。

■ 24 ページの「ブートメディアオプションの要件」
■ 25 ページの「ローカルインストール用のブートメディアを設定する」
■ 25 ページの「リモートインストール用のブートメディアを設定する」

ブートメディアオプションの要件
このセクションでは、ローカルおよびリモートメディアを使用するための要件につい
て説明します。

■ 24 ページの「ローカルブートメディアの要件」
■ 24 ページの「リモートブートメディアの要件」

ローカルブートメディアの要件

ローカルブートメディアには、サーバー上の組み込み型ストレージデバイスまたは
サーバーに接続された外付けのストレージデバイスが必要です。

リモートブートメディアの要件

リモートブートメディアを使用すると、ネットワーク経由でインストールをブートで
きます。インストールは、リダイレクトされたブートストレージデバイスか、PreBoot
eXecution Environment (PXE) を使ってネットワーク経由で ISO イメージをエクスポー
トする別のネットワークシステムから開始できます。

サポートされている OS のリモートブートメディアソースを次に示します。

■ リモート DVD ドライブに挿入された DVD-ROM インストールメディア、またはリ
モート USB リムーバブルフラッシュドライブのインストールメディア

■ 仮想リダイレクション用に設定されたネットワーク上の場所で使用できる DVD-
ROM ISO イメージ

■ サーバーのサービスプロセッサ (SP) 上にマウントされた DVD-ROM インストール
メディアイメージ
インストールイメージをサーバー SP にマウントする手順については、『Oracle
ILOM 構成および保守用管理者ガイド』(http://www.oracle.com/goto/ilom/

24 Oracle Server X6-2L Oracle VM インストールガイド • 2016 年 4 月

http://www.oracle.com/goto/ilom/docs


ローカルインストール用のブートメディアを設定する

docs) を参照してください。あるいは、Oracle ILOM の「Remote Control」->
「Remote Device」Web インタフェースページの「More Details」リンクを参照して
ください。

■ PXE ブート – Oracle VM は PXE ブートをサポートします。いったん PXE ブート
が開始されると、Oracle VM のインストールは Automated Installation (AI) インス
トーラを使用して実行されます。サポートされている Oracle VM の PXE ネット
ワークインストールを実行する手順については、『Oracle VM インストールおよび
アップグレードガイド (リリース 3.4)』(http://www.oracle.com/technetwork/
documentation/vm-096300.html) を参照してください

ローカルインストール用のブートメディアを設定する

1. DVD バーナーを備えたシステム上で、Oracle Software Delivery Cloud Web サイト
(https://edelivery.oracle.com/oraclevm) から Oracle VM Server インストーラ
の ISO イメージをダウンロードします。

2. CD、DVD、またはフラッシュドライブに ISO イメージを書き込みます。

3. Oracle VM Server インストール DVD をサーバーに接続された DVD ドライブに挿入
します。

■ サーバーにオプションの DVD ドライブが装備されている場合は、サーバーのフ
ロントパネルにある DVD ドライブにインストールメディアを挿入します。

■ サーバーに DVD ドライブがない場合は、サーバー前面または背面のサーバー
USB ポートの 1 つに、Oracle VM インストーライメージを含む外付け USB DVD
ドライブまたは USB フラッシュドライブを接続します。
サーバーにローカルデバイスを接続する方法については、『Oracle Server X6-2L
設置ガイド』 の 「サーバーのケーブル接続と電源の投入」を参照してください。

詳細については、『Oracle VM インストールおよびアップグレードガイド (リリー
ス 3.4)』(http://www.oracle.com/technetwork/documentation/vm-096300.
html) を参照してください

リモートインストール用のブートメディアを設定する

1. サーバーのネットワーク管理ポート (NET MGT) へのネットワークアクセスを備え
たリモートシステム上で、Oracle Software Delivery Cloud Web サイト (https://
edelivery.oracle.com/oraclevm) から Oracle VM Server インストーラの ISO イ
メージをダウンロードします。
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インストール先の選択

あるいは、次のいずれかを実行できます。

■ インストールイメージを CD または DVD に書き込んでから、そのインストール
メディアをリモートシステムに接続された DVD ドライブに挿入します。

■ インストールイメージをネットワーク上の別の場所にダウンロードしてから、
NFS または Samba プロトコルを使用して、そのイメージをサーバーのサービス
プロセッサにリダイレクトします。
ネットワーク上の別の場所からの ISO イメージのリダイレクトについては、
『Oracle ILOM 構成および保守用管理者ガイド』の Oracle ILOM リモートデバイ
スのセクション、または「Oracle ILOM Remote Control」->「Host Storage Device」
Web インタフェースページにある「More Details」リンクを参照してください。

2. サーバーの Oracle ILOM SP への Web ベースのクライアント接続を確立し、リモー
トシステム上の Oracle ILOM リモートシステムコンソールプラスを起動します。
手順については、17 ページの「リモートコンソールを設定する」を参照してくだ
さい。

3. リモートコンソールで、次を実行します。

a.   「KVMS」をクリックして「KVMS」メニューを表示します。

b.   「Storage」をクリックします。
「Storage Devices」ダイアログボックスが表示されます。

c.   「Storage Devices」ダイアログボックスで、「Add」をクリックします。
「Add Storage Devices」ダイアログボックスが表示されます。

d.   ISO イメージを参照して選択し、「Select」をクリックします。
「Storage Devices」画面が表示され、ISO イメージが一覧表示されます。

e.   ISO イメージを選択し、「Connect」をクリックします。
ISO イメージがリモートコンソールにマウントされ、OS インストールの実行に使
用できるようになります。

インストール先の選択

Oracle VM Server インストーラをブートする前に、インストール先を選択して準備し
ます。
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ローカルストレージドライブ (HDD、SSD、または RAID ボリューム) をインストール先として設定する

■ 27 ページの「インストール先のオプション」
■ 27 ページの「ローカルストレージドライブ (HDD、SSD、または RAID ボ

リューム) をインストール先として設定する」
■ 28 ページの「ファイバチャネル Storage Area Network デバイスをインストール

先として設定する」

インストール先のオプション

サーバーフロントパネル上のオプションの NVM Express ドライブ (NVMe) を除いて、
サーバーに取り付けられた任意のストレージドライブにソフトウェアをインストール
できます。ハードディスクドライブ (HDD)、ソリッドステートドライブ (SSD)、およ
び RAID ボリュームは、Oracle VM Server の有効なインストール先です。

ファイバチャネル PCIe ホストバスアダプタ (HBA) を備えたサーバーでは、オペレー
ティングシステムを外付けのファイバチャネルストレージデバイスにインストールす
ることを選択できます。

注記 - NVMe ドライブは、Oracle VM ソフトウェアを実行しているサーバーではサポー
トされません。サーバーに NVMe ドライブが装備されている場合にこれらのドライブ
を使用するには、Oracle Solaris または Oracle Linux オペレーティングシステムのどち
らかをインストールする必要があります。

ローカルストレージドライブ (HDD、SSD、または
RAID ボリューム) をインストール先として設定する

1. ターゲットのハードディスクドライブ (HDD) または半導体ドライブ (SSD) が正しく
取り付けられ、電源が入っていることを確認します。
HDD または SSD の取り付けおよび電源投入の詳細は、『Oracle Server X6-2L サービス
マニュアル』 の 「ストレージドライブおよび背面ドライブ (CRU) の保守」を参照し
てください。

2. ターゲットのドライブが環境に合わせて構成されていることを確認します。
デフォルトでは、サーバー上の各物理ドライブが論理 RAID 0 ボリュームとして構成
されます。代替構成を実装するには、次のリソースを参照してください。

■ 『Oracle Server X6-2L 設置ガイド』 の 「オペレーティングシステムインストール
のためのストレージドライブの構成」

■ 『Oracle X6 シリーズサーバー管理ガイド』(http://www.oracle.com/goto/
x86admindiag/docs)
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ファイバチャネル Storage Area Network デバイスをインストール先として設定する

ファイバチャネル Storage Area Network デバイスを
インストール先として設定する

1. ファイバチャネル PCIe ホストバスアダプタ (HBA) がサーバーに正しく取り付けられ
ていることを確認します。
PCIe HBA オプションの取り付けの詳細は、『Oracle Server X6-2L サービスマニュア
ル』 の 「PCIe カード (CRU) の保守」を参照してください。

2. Storage Area Network (SAN) が取り付けられ、かつサーバー上のホストでストレー
ジデバイスが認識されるように構成されていることを確認します。
手順については、ファイバチャネル HBA に付属のドキュメントを参照してくださ
い。

RAID の構成

RAID (Redundant Array of Independent Disks) 構成でサーバーストレージドライブを構成
する場合は、Oracle VM Server ソフトウェアをインストールする前に RAID ボリュー
ムを構成する必要があります。RAID の構成手順については、『Oracle Server X6-2L 設
置ガイド』 の 「オペレーティングシステムインストールのためのストレージドライブ
の構成」を参照してください。

関連情報

■ 『Oracle X6 シリーズサーバー管理ガイド』(http://www.oracle.com/goto/
x86admindiag/docs)
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Oracle VM Server ソフトウェアのインストール

このセクションでは、Oracle VM Server を Oracle Server X6-2L にインストールする手
順について説明します。

説明 リンク

インストール前の要件。 29 ページの「準備作業」

メディアを使用した単一サーバーへの Oracle VM
Server ソフトウェアのインストール。

30 ページの「単一システムへの Oracle VM Server
の手動インストール」

インストール後のタスクの実行。 38 ページの「Oracle VM Server ソフトウェアイン
ストール後のタスク」

関連情報

■ 9 ページの「Oracle VM Server ソフトウェアのインストールについて」

準備作業

次の要件が満たされていることを確認してください。

■ ホストコンソールにアクセスできること。詳細については、15 ページの「コン
ソール用ディスプレイの選択」を参照してください。

■ ブート環境を準備していること。詳細については、18 ページの「ブート環境の準
備」を参照してください。

■ ブートメディアを準備していること。詳細については、24 ページの「ブートメ
ディアオプションの選択」を参照してください。

■ インストール先を選択しており、それが正しく設置されていることを確認している
こと。詳細については、26 ページの「インストール先の選択」を参照してくださ
い。

■ 静的 IP アドレスを保持する次の 2 つのシステムが設定されていること。
■ Oracle VM Server をインストールするための 1 つのシステム。
■ 次のいずれかを備えた Oracle VM Manager のための 1 つのシステム。
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単一システムへの Oracle VM Server の手動インストール

■ Oracle Linux 5 Update 5、64 ビット以降
■ Oracle Linux 6、64 ビット以降
■ Oracle Linux 7、64 ビット以降
■ Red Hat Enterprise Linux 5 Update 5、64 ビット以降
■ Red Hat Enterprise Linux 6、64 ビット以降
■ Red Hat Enterprise Linux 7、64 ビット以降

■ 『Oracle VM インストールおよびアップグレードガイド (リリース 3.4)』(http://
www.oracle.com/technetwork/documentation/vm-096300.html) にあるその他
のインストール前のタスクと要件を確認していること。

■ Oracle VM Server のインストールドキュメントにアクセスできること。Oracle
VM 3.4 のドキュメントライブラリは、http://www.oracle.com/technetwork/
documentation/vm-096300.html で入手できます。

単一システムへの Oracle VM Server の手動インストール

このセクションでは、Oracle VM Server 3.4.1 (Unbreakable Enterprise Kernel 4 を含む) ソ
フトウェアのインストールに関する情報を提供します。

■ 30 ページの「ローカルまたはリモートのメディアを使用して Oracle VM Server
をインストールする」

ローカルまたはリモートのメディアを使用して
Oracle VM Server をインストールする

開始する前に、29 ページの「準備作業」にあるインストールの前提条件を確認し
てください。

1. ホストコンソールにアクセスします。
手順については、15 ページの「コンソール用ディスプレイの選択」を参照してくださ
い。

2. インストールメディアがブートに使用できることを確認します。
詳細については、24 ページの「ブートメディアオプションの選択」を参照してくださ
い。

3. サーバーの電源を投入するか、サーバーをリセットします。
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ローカルまたはリモートのメディアを使用して Oracle VM Server をインストールする

たとえば、サーバーをリセットするには次のいずれかを実行します。

■ ローカルサーバーで、サーバーのフロントパネルにある電源ボタンを約 1 秒間押し
てサーバーの電源を切ってから、もう一度電源ボタンを押してサーバーに電源を入
れます。

■ Oracle ILOM Web インタフェースから「Host Management」->「Power Control」を
選択し、「Select Action」リストボックスから「Reset」を選択してから、「Save」
をクリックします。

■ Oracle ILOM CLI から、「reset /System」と入力します。

サーバーがブートプロセスを開始し、BIOS 画面が表示されます。

注記 - 次のイベントは非常にすばやく起こるので、F8 キーを押す準備をしておいてく
ださい。メッセージは画面に表示される時間が短いため、注意してください。スク
ロールバーが表示されないように画面のサイズを拡大することをお勧めします。

4. BIOS 画面で、F8 キーを押して Oracle VM Server インストール用の一時ブートデバ
イスを指定します。
「Please Select Boot Device」メニューが表示されます。

5. 「Please Select Boot Device」メニューで、ブートデバイスとして外付けまたは仮想
CD/DVD デバイスを選択し、Enter キーを押します。
「Boot Device」メニューに表示されるデバイスの文字列は、デバイスタイプ、スロッ
トインジケータ、および製品 ID 文字列で構成されています。

数秒後、Oracle VM Server のスプラッシュ画面が表示されます。表示される画面は、
UEFI/BIOS ブートモードがレガシー BIOS または UEFI のどちらに構成されているか
によって異なります。

■ レガシー BIOS ブートモードの場合、次のような画面が表示されます。
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ローカルまたはリモートのメディアを使用して Oracle VM Server をインストールする

■ UEFI ブートモードの場合、次のような画面が表示されます。

6. Enter キーを押してインストールを開始します。
キーを押さなければ、1 分後にインストーラが自動的に起動します。インストーラは
テキストモードでのみ使用できます。

7. http://www.oracle.com/technetwork/documentation/vm-096300.html にある
『Oracle VM インストールおよびアップグレードガイド (リリース 3.4)』を参照して
ください。
Oracle VM インストールおよびアップグレードガイド (リリース 3.4) は、Oracle VM を
インストールするための詳細な手順を提供します。
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ローカルまたはリモートのメディアを使用して Oracle VM Server をインストールする

8. 画面上のプロンプトに従って Oracle VM Server および Oracle VM Server Agent を
インストールします。

9. 画面上のプロンプトに従っていくと、「Partitioning Type」画面が表示されます。

注記 - 次の手順は『Oracle VM インストールおよびアップグレードガイド (リリース
3.4)』(http://www.oracle.com/technetwork/documentation/vm-096300.html) で
説明されていますが、Oracle VM Server のインストール先のドライブを選択するとき
に注意が必要なため、ここに含まれています。

10. 「Partitioning Type」画面で次を行います。

a.   次のいずれかのパーティションレイアウトを選択します。

■ ドライブ全体を使用する
■ 既存の Linux システムを置き換える
■ 空き領域を使用する

b.   インストールで使用するドライブを選択します。

c.   「OK」を選択してインストールを続行します。

11. インストールを完了するには、Oracle VM のインストールドキュメントを参照し、そ
の手順に従ってください。
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PXE ネットワークブートを使用した Oracle VM Server のインストール

http://www.oracle.com/technetwork/documentation/vm-096300.html にある
『Oracle VM インストールおよびアップグレードガイド (リリース 3.4)』を参照してく
ださい。

注記 - Oracle VM のインストールには 2 つのパスワードが必要です。1 つは Oracle VM
Server の root アカウント用、もう 1 つは Oracle VM Agent 用です。

12. Oracle VM Server および Oracle VM Agent のインストールが完了したら、次のいず
れかを行います。

■ Oracle VM Server を管理するように Oracle VM Manager が構成されていない場合
は、38 ページの「Oracle VM Server ソフトウェアインストール後のタスク」に
進む前にそれをインストールする必要があります。
Oracle VM Manager をインストールする手順については、http://www.oracle.
com/technetwork/documentation/vm-096300.html にある『Oracle VM インス
トールおよびアップグレードガイド (リリース 3.4)』を参照してください。

■ Oracle VM Server を管理するためにすでに Oracle VM Manager が構成されている
場合は、38 ページの「Oracle VM Server ソフトウェアインストール後のタス
ク」に進みます。

PXE ネットワークブートを使用した Oracle VM
Server のインストール

次の手順では、PXE ネットワーク環境から Oracle VM Server 3.4.1 (Unbreakable
Enterprise Kernel 4 を含む) ソフトウェアをインストールする方法について説明しま
す。

準備作業として次の要件が満たされていることを確認したあとで、Oracle VM Server
3.4.1 (Unbreakable Enterprise Kernel 4 を含む) PXE ブートインストールを開始してくだ
さい。

■ PXE を使用してネットワーク経由でインストールメディアをブートするには、
Automated Installation (AI) イメージインストールサーバーが設定され、ネットワー
ク経由でサーバーからアクセス可能であることを確認してください。

■ AI サーバーでインストールクライアントの MAC アドレスが必要な場合は、Oracle
ILOM SP に root としてログインして次を入力することで、システムの MAC アド
レスを取得できます。

-> show /SYS/MB/NET0 fru_macaddress 

  /SYS/MB/NET0

    Properties:
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PXE ネットワークブートを使用した Oracle VM Server のインストール

       fru_macaddress = 00:21:28:e7:77:24

1. PXE ネットワーク環境が正しく設定されていることを確認します。

2. サーバーをリセットするか、サーバーの電源を投入します。
たとえば、次のいずれかを行なってサーバーをリセットします。

■ ローカルサーバーで、サーバーのフロントパネルにある電源ボタンを (約 1 秒間)
押してサーバーの電源を切ってから、もう一度電源ボタンを押してサーバーに電源
を入れます。

■ Oracle ILOM Web インタフェースから「Host Management」->「Power Control」
をクリックし、「Select Action」リストボックスから「Reset」を選択してから、
「Save」をクリックします。

■ Oracle ILOM CLI から、「reset /System」と入力します。

システムがブートプロセスを開始し、BIOS 画面が表示されます。

注記 - 次のステップは非常にすばやく起こるので、F2 キーを押す準備をしておいてく
ださい。メッセージは画面に表示される時間が短いため、注意してください。スク
ロールバーが表示されないように画面のサイズを拡大することをお勧めします。

3. PXE ブートが有効になっていることを確認するために、次の手順を実行します。

注記 - PXE ブートはデフォルトで有効になっていますが、この手順では無効になって
いる場合に備えて、PXE ブートが有効になっていることを確認します。PXE ブートが
有効になっていることを確認したら、以降の PXE ブートではこの手順を省略できま
す。

a.   F2 キーを押して、BIOS 設定ユーティリティーにアクセスします。
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PXE ネットワークブートを使用した Oracle VM Server のインストール

BIOS 設定ユーティリティーが表示されます。

b.   上部のメニューバーで「Advanced」を選択します。
BIOS 設定ユーティリティーの「Advanced」画面が表示されます。

c.   使用可能なオプションのリストから「Network Stack」を選択します。
BIOS 設定ユーティリティーの「Network Stack」画面が表示されます。

d.   必要に応じて、該当する PXE サポート設定 (IPv4 または IPv6 のいずれか) を
「Enabled」に設定します。

e.   変更を保存して BIOS 設定ユーティリティーを終了するには、F10 キーを押しま
す。

これにより、サーバーがリセットされます。リセット後、再度 BIOS 画面が表示され
ます。

4. BIOS 画面で、F8 キーを押して一時ブートデバイスを指定するか、F12 キーを押して
ネットワークブート (PXE) します。
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PXE ネットワークブートを使用した Oracle VM Server のインストール

「Please Select Boot Device」メニューが表示され、使用可能なブートデバイスが一覧
表示されます。表示される画面は、BIOS がレガシー BIOS ブートモードまたは UEFI
ブートモードのどちらに構成されているかによって異なります。

■ レガシー BIOS ブートモードの場合、次のような画面が表示されます。

■ UEFI ブートモードの場合、次のような画面が表示されます。

注記 - 「Please Select Boot Device」メニューのオプション、サーバーに取り付けられて
いるディスクコントローラや PCIe ネットワークカードなどのその他のハードウェアの
タイプによって異なる場合があります。
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Oracle VM Server ソフトウェアインストール後のタスク

5. 「Please Select Boot Device」メニューで、適切な PXE ブートポートを選択し、
Enter キーを押します。
PXE ブートポートは、ネットワークインストールサーバーと通信するように構成され
た物理ネットワークポートです。

GRUB メニューが表示されます。

6. 画面に表示されるプロンプトに従って PXE インストールを完了します。
PXE インストールを完了する手順については、『Oracle VM インストールおよび
アップグレードガイド (リリース 3.4)』(http://www.oracle.com/technetwork/
documentation/vm-096300.html) を参照してください。

7. 38 ページの「Oracle VM Server ソフトウェアインストール後のタスク」のセク
ションに進み、インストール後のタスクを実行します。

関連情報

■ 38 ページの「Oracle VM Server ソフトウェアインストール後のタスク」

Oracle VM Server ソフトウェアインストール後のタスク

Oracle VM Server のインストールを完了したら、次のインストール後のタスクを確認
し、必要に応じて、使用しているシステムに該当するタスクを実行します。

■ 38 ページの「Oracle VM Server を更新する」
■ 39 ページの「Oracle VM Server のリソースを管理する」

Oracle VM Server を更新する

Oracle VM Server のインストールメディアには、最新バージョンのソフトウェアが含
まれていない場合があります。必要に応じて、最新のアップデートを使用して Oracle
VM Server ソフトウェアを更新します。最新版のソフトウェアをダウンロードするに
は、次の Oracle Software Delivery Cloud Web サイトにアクセスしてください。

https://edelivery.oracle.com/oraclevm
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Oracle VM Server のリソースを管理する

Oracle VM Server のリソースの構成、アクセス、および管理を行う方法については、
次の場所にある Oracle VM リリース 3.4 のドキュメントライブラリを参照してくださ
い。

http://www.oracle.com/technetwork/documentation/vm-096300.html
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ネットワークインタフェースの構成

このセクションでは、サーバー上のネットワークコネクタについて説明します。

■ 41 ページの「NIC コネクタ」

NIC コネクタ

ネットワークインタフェースカードのコネクタには、次のようなラベルが貼付されて
います。

表 1 NIC コネクタのラベル

NIC コネクタのラベル インタフェースタイプ

NET0 第 1 インタフェース (eth 0)

NET1 第 2 インタフェース (eth 1)

NET2 第 3 インタフェース (eth 2)

NET3 第 4 インタフェース (eth 3)

注記 - シングルプロセッサシステムでは、Ethernet ポート NET 2 および NET 3 は機能
しません。
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